
顔出し出演について 
 

こんにちは、松下です。 

今回は、YouTubeでの顔出し出演について解説します。 

たまに生徒さんから「YouTuberになるためには、顔出ししないと

いけないでしょうか？」という質問を受けるんですけど、今回は顔

出しをした場合と顔出しをしない場合のメリットとデメリットにつ

いて解説します。 

非常に大事な概念になりますので、最後までしっかりとご視聴くだ

さい。 

それでは、張り切って参りましょう！ 

 

まずは、こちらをご覧ください。 

このデータは、2021年上半期のYouTubeでの再生回数TOP20にな

りますが、20チャンネル中14チャンネルが、顔出しをしているチ

ャンネルで、残りの６チャンネルは顔出しをしていないチャンネル

になります。 

つまりこのデータによると、YouTuberとして成功するには、顔出



しをしたほうが有利になると、そういうわけなんですね。 

では一体なぜ、顔出しをしたほうが有利なのでしょうか？ 

それは、YouTubeはオンライン上のコミュニティ媒体とは言え、視

聴しているのは生身の人間だからです。 

つまり、YouTubeの世界もリアルの世界の人間関係と全く同じだ

と、そういうわけなんですね。 

 

例えば、あなたが合コンに参加したとします。 

そこで、あなたがどんなに立派な経歴を持っていて、顔もイケメン

で性格も明るく気が利く人だったとしても、覆面で顔を覆っていた

ら、その人間性は台無しになると思うんですね。 

このことは、YouTubeでも全く同じことが言えます。 

顔を隠すことで表情が見えなくなり、感情が視聴者に伝わりにくく

なるので、YouTuberとしてはかなりのリスクになるのです。 

なので、YouTuberとして成功するためには、顔出しをしたほうが

断然有利だと、そういうわけなんですね。 

 

とはいえ、自分はどうしても顔出しがNGだという人も中にはいる



かと思います。 

そういう人は、YouTuberとしては相応しくないのか？と言った

ら、実はそういうわけでもないんですね。 

顔出しをしなくても、たくさんのチャンネル登録者や視聴回数を獲

得しているYouTuberは、世の中にはたくさん存在しています。 

ここではあくまでも、「YouTuberとして成功するには、顔出しを

したほうが有利」と言っているだけで、顔出しをしないと成功でき

ないと言っているわけではありません。 

 

では、顔出しをしなくても成功するためには、一体どうしたらいい

のでしょうか？ 

それは、顔出しをしないというリスク以上の何かを、視聴者に提供

できればいいのです。 

例えば、こちらのチャンネルをご覧ください。 

このチャンネルは、2021年上半期のYouTubeでの総再生回数第二

位の「まいぜんシスターズ」というチャンネルですが、このチャン

ネルでは、顔出しは一切していないにも関わらず、チャンネル登録

者数は180万人を超え、収入も毎月500万円以上を超えている超一



流のチャンネルです。 

このチャンネルは、ゲーム実況とバーチャルユーチューバーを掛け

合わせたような内容になっていますが、成功のポイントとしてはゲ

ームプログラミングの技術と、子供が興味を持ちそうな面白い内容

にあります。 

 

こちらのチャンネルは、2021年上半期のYouTubeでの総再生回数

第七位の「カナカナファミリー」というチャンネルですが、このチ

ャンネルも顔出しは一切していないにも関わらず、チャンネル登録

者数は100万人を超え、収入も月収300万円以上を超える一流チャ

ンネルです。 

このチャンネルは、ピアノの演奏をテーマにしていますが、成功の

ポイントとしては、演奏のテクニックはもちろんのこと、トークの

面白さにあります。 

 

このように、顔出しをしなくても成功しているYouTuberは多数存

在しますが、この人達の共通点は「顔出し以上の何かを提供してい

る」ということです。 



なので、あなたがもし顔出しをしないで成功を目指すとしたら、こ

のことを肝に銘じながら取り組んでください。 

 

以上が、YouTubeでの顔出し出演についての解説でしたが、いかが

だったでしょうか？ 

YouTuberとして成功するには、顔出しをしたほうが断然有利にな

りますが、事情があってどうしても顔出しができないという人は、

顔出し以上の何かを視聴者へ提供することで、成功を手にすること

ができるようになりますので、ぜひ参考にしてください。 

 

というわけで、今回は以上になります。 

最後までご視聴いただき、ありがとうございました。 


